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　昭和57年度といえぽ，私が政経学部専任となった35年度から，ちょうど
満23年だ。この間，社会的には大学紛争という大事件があったりしたが，
私個人としてみれぽ，アッという間の23年だったという気がする。それと
いうのが，就任のさい受けた身体検査ではからずも肺結核にかかっている
ことが発見され，1年間の休職を乞うた上で，回復後も体をいといながら
く日本的雑用〉と称される役務からまぬがれることぼかり心がけてきたか
らである。それだけに研究にだけはふしぎと執念を燃やしつづけることが
できた。
　もう1つ私が良かったと思えることは，大学院生の指導を通して総計7
人の研究者を大学の内外に送りつけることができたことだ。　、
　昭和28年9月から私はまだできたばかりの大学院の非常勤講師として理
論経済学を担当することから，明大生活を始めたのであった。その点，通
計すれば30年の勤続期間となるわけだ。専修大学の専任教授のかたわら明
大大学院に関係したのだが，学生の質の良さに感服していた。そういうこ
とが1つの魅力となって私を明大にひきつけたのである。
　よし，されぽ門下となるべき研究者を創ろう一これが私の目標となっ
ただけに，大学院の授業はかなりきびしいものであったのではないかと思
う。
　こんな良いことぼかりを並べると，いかにも私が高遠な研究者であるか
のように聞こえもしようが，もっと実利的な面もあったことは否めない。
それは人間が俗物的一面をそなえている以上，やむをえないことだろう。
院講師時代も週1日2こまの担当で，専任でいた大学の月給の25％を支給
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されたのだから，40歳代末期の小僧には実にありがたかった。まして専任
となれぽ月1万円増収になるというのだから，降ってわいたような幸運の
思いがした。旧約聖書の言葉をまつまでもなく，まことにく貨幣万能〉
（Money　auswers　all　things）である。
　ところが，これにかんして，いまとなっては1笑話にすぎない珍事件が
おこった。
　就任早々4月の給与をうけとると，約束よりはるかに高額ではないか。
休職中にもかかわらず，さすがは明治大学だ，と思った。しかしその喜び
も束の間，これは松平斉光教授とまちがったもので，返上せよという知ら
せが会計課から届き，課員がうけとりにきた。この年，大学院拡充のた
め，都立大を定年退職された松平教授と，一橋大を定年退職された赤松要
教授と，そして私と，3人が同時就任したのである。石川達三のr48歳の
抵抗』期にあった私からみれば，松平教授は15歳も年長だから，給与は当
然多かるべきであった。その松平教授に私のぶんがまちがってゆき，教授
から疑義が提起されたあげく，はじめて事態が明確になったものらしい。
こういう事件は私の長いサラリー生活の中で初めてであったし，おそらく
世界給与史上も空前絶後ではないかと思う。
　最後にもう1つ。私は1年間の休職期間中，足1歩も教壇を踏まずし
て，約束の基本給だけはまちがいなく支払われたのだが，それはなんと驚
くべし，10年勤続の前任大学の退職金プラスー時年金の合計にひとしかっ
たのである。現在とは物価水準が違うから，実額を言ってもピンとこまい
が，現在明大で48歳の先生の基本給年額を調べれぽ，ほぼ見当がつくだろ
う。つまり私は実働せずして10年ぶんの退職金プラス年金一時金をうけと
った勘定になる。クビになってもしようがなかったところ，それのみか気
づかなかった結核を発見してくれたこと，全くもって感謝している。とい
うことで，23年ないし30年の生活と別れを告げるいま，天上的・俗物的両
面の感懐はひとしおに深い。
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